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日本経済新聞社　イベント・企画ユニット 事業部「SECURITY SHOW」担当

東京ビッグサイト 東展示棟

〒100-8066  東京都千代田区大手町1-3-7
TEL.03-6256-7355　FAX.03-6256-7844

https://www.securityshow.jp/

会 期

会 場

出展料金

お申し込み・お問い合わせ先

JAPAN SHOP（第54回）、建築・建材展（第31回）、ライティング・フェア（第18回）、
リテールテックJAPAN（第41回）、ビルメン CONNECT（初開催）、

フランチャイズ・ショー（第42回）※、店・食・観光 トレンド展（第2回）※、Good 家電 Expo(第2回)
※会期は3月5日（水）～7日（金）

同時開催展

2025年3月4日[火]～7日[金]

※1小間あたりの出展小間料

次回開催

●会場：インテックス大阪
●出展料金：１小間＝352,000円（税込み） ※東京（2024年3月）・大阪両展に出展=1小間330,000円（税込み）に割引

●同時開催：リテールテック大阪、フランチャイズ・ショー大阪、JAPAN SHOP 大阪

●会期：2024年10月17日(木)・18日(金) 午前10時～午後4時30分

securityshow＠shopbiz.jp

※2024年8月30日（金）までに出展申し込み手続きを完了した場合に、早期申し込みの価格を適用させていただきます。  
※オンライン展示会は開催しません。  
※来場者証QRコード読み取りサービスを150,000円（税込み165,000円）でご提供します。詳細は6月に送付予定の「出展のご案内」をご覧ください。  
※フランチャイズ・ショー、店・食・観光 トレンド展は出展料金が異なります。  

1小間

2～11小間

12小間以上

　　450,000円（税込み495,000円）　　　

　　410,000円（税込み451,000円）／小間

　　390,000円（税込み429,000円）／小間

出展小間数 早期申し込み価格

　　480,000円（税込み528,000円）　　　

　　440,000円（税込み484,000円）／小間

　　420,000円（税込み462,000円）／小間

通常価格

※開催展示会は変更となる場合があります。

出展申込締切：6月14日（金）※予定小間数に達し次第、締め切ります。



　日本経済新聞社は、2024年3月12日（火）から15日（金）までの4日間、東京ビッグサイトにおいて

「SECURITY SHOW 2024」（第32回）を開催いたしました。今回は、110社・団体（237小間）の皆

様にご出展いただき、リテールテックJAPANと合わせて86,954人の方にご来場をいただきまし

た。防犯カメラ、映像監視ソリューション、警備システム、アクセスコントロール、AI技術、サ

イバーセキュリティなど社会やビジネスの安心安全を守る最新の製品・サービスを紹介しまし

た。会場内のステージでは、AI活用のセキュリティ対応や住宅の侵入強盗対策など、今注目のセ

キュリティ関連トピックスを解説するセミナーを多数開催いたしました。

　

　また、2月27日（火）～ 3月29日（金）にリアル展示会とハイブリッド開催した「SECURITY SHOW 

Online」では、12社の皆様にご参加いただき、日経メッセ Online全体で100,994人の方にオンライ

ン展示会への参加登録とログインをしていただきました。

　次回の「SECURITY SHOW 2025」は、2025年3月4日（火）から7日（金）の会期で開催します。

更なる出展規模や来場者数の拡大を図り、皆様のビジネスや諸活動の一助となるよう尽力してま

いります。

　最後に、今回の「SECURITY SHOW 2024」にご出展・ご参加いただきました国内外のセキュリ

ティ関連企業・団体の皆様、そしてセミナーや企画などにご協力をいただきました関連団体の皆

様に厚く御礼を申し上げますとともに、今後とも変わらぬご支援を賜りますよう何卒宜しくお願

い申し上げます。
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来場者数

https://www.securityshow.jp/

出展者数展示会名 展示小間数

110 237

（1小間＝9m2）

32

SSSS

3月12日(火)

3月13日(水)

3月14日(木)

3月15日(金)

雨

晴れ

晴れ

晴れ

　17,129人

21,329人

24,103人

24,393人

天気日付

合　計

SECURITY SHOW
リテールテックJAPAN 合計

86,954人

2024年3月12日（火）～15日（金）
午前10時～午後5時（最終日のみ午後4時30分終了）

東京国際展示場［東京ビッグサイト］東展示棟（東京都江東区有明3-10 -1）

日本経済新聞社

警察庁、公安調査庁、（独）情報処理推進機構、日本商工会議所、全国商工会連合会、
日本貿易振興機構（ジェトロ）（順不同）

（公社）日本防犯設備協会、（公財）全国防犯協会連合会、（一社）全国警備業協会、
（一社）全国建設業協会、工業会 日本万引防止システム協会、
（一社）日本設備設計事務所協会連合会、（一社）日本シヤッター・ドア協会、
日本ロック工業会、（一社）日本サッシ協会、板硝子協会、
日本ウインドウ・フィルム工業会、（公社）日本ファシリティマネジメント協会、
（一社）日本自動認識システム協会、（一財）日本情報経済社会推進協会、
中央労働災害防止協会、 日本ロックセキュリティ協同組合（順不同）

テレビ東京、日経BP（順不同）

事前登録で無料、事前登録のない場合=入場料3,000円、同時開催展と共通（税込み）

JAPAN SHOP 2024（第53回 店舗総合見本市）〈東展示棟〉
建築・建材展 2024（第30回）〈東展示棟〉
ライティング・フェア 2024（第17回 国際照明総合展）〈東展示棟〉
IFFT2024 東京国際家具見本市(第2回)〈東展示棟〉
リテールテックJAPAN 2024（第40回 流通情報システム総合展）〈東展示棟〉
フランチャイズ・ショー 2024（第41回）〈西展示棟〉
店・食・観光 トレンド展（初開催）〈西展示棟〉
Good 家電 Expo（初開催）〈西展示棟〉

●会　　　期

●会　　　場

●主　　　催

●後　　　援

●協　　　賛

●協　　　力

●入　場　料

●「日経メッセ　街づくり・店づくり総合展」同時開催展

開催概要 展示規模

（オンラインのみ1社含む）

JAPAN SHOP

建築・建材展

ライティング・フェア

IFFT 東京国際家具見本市

リテールテックJAPAN

フランチャイズ・ショー

店・食・観光 トレンド展

Good 家電 Expo

　　　　　　　　　  全展合計

203

75

73

213

22

41

1,202

540

497

94

200

1,029

436

41

45

3,119

227

（オンラインのみ1社含む）
238
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（社名は開催時点）

54
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SS3021
SS3204
SS3022
SS3002
SS3216
SS3201
SS3015
SS3036
SS3016
SS3004
SS3033
SS3027
SS3009
SS3205
SS3038
SS3012
SS3032
SS3007
SS3104
SS3010
SS3017
SS3029
SS3115
SS3118
SS3202
SS3030
SS8012
SS3013
SS3129
SS3217
SS8009
SS8021
SS3210
SS3008
SS3114
SS3113
SS8005
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SS8002
SS8006
SS3023
SS3213
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SS3108
SS3031
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SS3112
SS3203
SS3125
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SS3037
SS3116
SS3108
SS3130
SS3105
SS8011
SS8010
SS3110

SS3026
SS8004
SS3003
SS3109
SS3001
SS3019
SS3039
SS3214
SS3040
SS3209
SS3021
SS3121
SS3025
SS3219
SS3123
SS3024
SS3014
SS3102
SS8019
SS3011
SS3111
SS3207
SS3005
SS3128
SS3130
SS3126

SS3106
SS3034
SS3212
SS3101
SS3028
SS3103
SS3107
SS3220
SS3120
SS8020
SS8007
SS3206
SS3112
SS3020
SS8018
SS3018
SS3006
SS3119
SS3211
SS3218
SS3117
SS3122
SS8016
SS3208
SS3127

（五十音順）     

IOTS
AIK
英田エンジニアリング
アジラ
アムニモ
ALSOK
伊藤忠テクノソリューションズ
INTERCOAX
インタフェース
ヴァクロン
Verkada
Watchful Eye Solutions 
AIセキュリティ
エイセル
ASK TRADING
エーエスシー
SMSデータテック
SCSK
NSK
EMSTONE 
M2モビリティー
オーム電機
オスティアリーズ
カーデックス
兼松サステック
KICOシステムズ
Casley Deep Innovations
共栄工業
Kingstate Electronics
近計システム
クボテック
クリューシステムズ
Global Power Technologies
KJ TECH japan
Keiden
KB-eye
警備保障タイムズ
KSG
公安調査庁
工業会 日本万引防止システム協会
コーネットソリューションズ
GOLD
5団体防犯建物部品普及促進協議会
サードアイズ
サイバーディフェンス研究所
サニカ
SALTO Systems 
サンデジタルシステム
シービーティー
Shenzhen Apical Technology
Shenzhen Novel Electronics
ジオマテック
ジョブル
スピードプラス
ThroughTek
セーフィー
セキュリティ産業新聞
セキュリティスペシャリスト協会
ソネット

ソリッド
Turboo Automation
高千穂交易
タカヤ
塚本無線
DXアンテナ
TJ Systems
ティーピーリンクジャパン
Digipas Technologies. USA
ティ・ピ・エス
テスコムジャパン
テレビ北海道
電巧社
DOORCOM
東京警備保障
東芝ITサービス
ドルマカバジャパン
日本ハルコン
NEW WISDOM INVESTMENT
VAAK
バイオス
HIKVISION JAPAN
はんこプレミアム
Hundure Technology
Hunt Electronic
PUX

ピットデザイン
ビデオテクニカ
VIVAKOREA
ビボテックジャパン
FoShan Chang Yi Security
VOLLMONTホールディングス
Fujitaka
フリアーシステムズジャパン
プロテック
朋栄
防犯相談コーナー
ホーチキ
Milesight
マクニカ
ミマキエンジニアリング
宮川製作所
村上開明堂
持田
ユニモテクノロジー
リアルネットワークス
リンテック
レッツ・コーポレーション
労働新聞社
ロジック・アンド・デザイン
ワテック

Online

Online

Online

Online

Online

Online

Online

Online

Online

Online

Online

Online

Online 印はSECURITY SHOW Onlineに出展した企業・団体です。出展者一覧・会場図 （社名は開催時点） 印はSECURITY SHOW Onlineに出展した企業・団体です。出展者一覧・会場図
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セキュリティ＆セーフティをテーマにした講演会およびパネル討論などを、「リテール&セキュリティステージ」（東8ホール内特設ステージ）
で開催しました。 ※講演者の肩書きはすべて講演当日のものです。

はSECURITY SHOW Online でも配信しました。 

協力：セキュリティ産業新聞
パネリスト：ビボテックジャパン 新規開拓営業部 部長　榎本 峰人氏
　　　　　　ビデオテクニカ 代表取締役社長　住谷 健氏
　　　　　　ALSOK セキュリティ科学研究所 所長　三好 克幸氏
司会：セキュリティ産業新聞 編集長　野口 勇人氏

世界的にAIへの注目が高まっているが、セキュリティ製品・システムにおいてもAIを活用したシステムの普及が進むことが予測されるため、システムの運用
にあたり正しい理解をする必要があります。当セミナーではAI活用が進むセキュリティへの対応に求められるポイントや見解を提示しました。

3月12日[火]

3月13日[水]

2月27日[火]
Online

AI活用が進むセキュリティへの対応10:40～12:10SS-S1 Online

昨今、戸建住宅をターゲットとした凶悪な強盗事件が連続して発生しています。SNS上の闇バイトに応募して犯行に加担する集団が、これまでの常識では
考えられないような事件を引き起こしています。本セミナーでは、防犯のプロフェッショナルである防犯設備士が、戸建住宅を狙った犯罪の傾向とその対策
について提案しました。

多発する凶悪な侵入強盗事件と住宅の防犯対策13:50～15:00SS-S3 Online

主催：公安調査庁

機密情報の窃取、金銭の獲得、業務の妨害などを狙ったサイバー攻撃は、国内外で常態化するとともに、その手口も巧妙化しています。本セミナーでは、特
に深刻な脅威である国家が関与・支援するものなど、我が国に対する様々なサイバー空間上の脅威の現状について紹介・解説しました。

我が国に対するサイバー空間上の脅威12:40～13:10SS-S2

主催：サイバーディフェンス研究所

CDI＋NECGPS等の衛星測位システムは、スプーフィング攻撃に弱いと言われています。本講演の前半ではCDIから、この攻撃の概要と実証実験の結果を報
告しました。後半ではNECから、2024年4月からサービスを開始する「信号認証サービス」についてスプーフィングを検知する仕組みと今後の展望を紹介し
ました。

GPS等測位信号の欺瞞と対策となる信号認証サービスの開始14:20～14:50SS-E2

主催：ビデオテクニカ

近年話題の顔認証システムやオブジェクト認識機能等のAI画像認識システムを利用しようとする場合、組み合わせる映像記録装置は、必然的にVMSとなり
ます、何故NVRではなくVMSなのか？そして何故Nxウィットネスが優れているかを、実際の画面を見ながら解説しました。

NxウィットネスIPVMSが広げるAI画像解析との連携15:20～15:50SS-E1

以前の日本では「日本では災害が起こった後でも犯罪は起きない、とても安全で素晴らしい国だ！」という報道がなされていましたが、今年１月の能登半島地
震の発生後には被災地で様々な犯罪や違法行為が発生しているという報道がされるようになってきました。実際のところはどうなのでしょうか。熊本地震被
災地でのデータ分析をもとに、学術的に考察しました。
講師：兵庫県立大学大学院減災・復興政策研究科 准教授　松川 杏寧氏

地震と火事場泥棒－熊本地震の調査から－Online限定配信

防犯相談コーナー

情報セキュリティ文化賞は、わが国の情報セキュリティ分野の進展に大きく貢献した個人を表彰することを通じ、情報セキュ
リティの高度化に寄与することを目的として、情報セキュリティ大学院大学が2005年2月に制定しました。第20回の受賞者
は2023年12月19日（火）の審査委員会にて決定、2024年3月15日（金）に表彰式を執り行いました。

協力：一般社団法人 総合防犯士会（ASES）
後援：公益社団法人 日本防犯設備協会

日頃から犯罪傾向や犯行の手口を研究し防犯に取り組んでいる「総合防犯設備
士」が、さまざまな建物・設備の防犯対策・診断や、防犯設備・システムの導
入アドバイスを無料で行いました。自治体、警備会社、企業、店舗、個人の方
など多数の方が相談に来ました。

■主　　催：情報セキュリティ大学院大学
■協　　力：日本経済新聞社
■後　　援：総務省、文部科学省、経済産業省
■選考方法：自薦・他薦による公募および審査委員からの推薦に基づき、審査委員会において審議・決定

■第20回 情報セキュリティ文化賞受賞者
金子 朋子氏　創価大学理工学部教授
越島 一郎氏　名古屋工業大学 名誉教授・ものづくりDX研究所客員教授
小山 覚氏　　NTTコミュニケーションズ 情報セキュリティ部長╱エヌ・エフ・ラボラトリーズ 代表取締役社長
髙橋 邦夫氏　KUコンサルティング 代表社員
山岡 裕明氏　八雲法律事務所 弁護士

■第20回記念「情報セキュリティ文化賞特別賞」受賞者
齊藤 忠夫氏　ICT-ISAC理事長╱東京大学名誉教授
田中 英彦氏　岩崎学園理事╱東京大学名誉教授╱情報セキュリティ大学院大学名誉教授
富田 達夫氏　情報処理推進機構 顧問

企画

第20回 情報セキュリティ文化賞

セミナープログラム

SECURITY SHOW Online 
オープニングセミナー

主催：公益財団法人 日本防犯設備協会
パネリスト：立正大学 文学部社会学科 教授（Online登壇）　小宮 信夫氏
　　　　　　総合防犯設備士 ライフガード北陸・事業部長　髙嶋 郁氏
　　　　　　総合防犯設備士 山田硝子商事・代表取締役　山田 康雄氏
モデレーター：総合防犯設備士委員会・委員長 ヒビキセキュリティ・代表取締役　髙尾 祐之氏

防犯理論（防犯対策の考え方）から対象物の強化（CP建物部品）について解説いたしました。また、過去の重要犯罪の分析と対策を通して、事務所の防犯対策
レイアウト例についても解説いたしました。

あなたの事業所が狙われたら!?15:30～16:40SS-S4 Online

主催：一般社団法人 総合防犯士会（ASES）
パネリスト：京都防犯設備協会 副会長　友田 彰夫氏
　　　　　　埼玉県防犯設備協会 会長　山田 智典氏
　　　　　　大阪府防犯設備協会 理事長　平野 富義氏
司会：総合防犯士会（ASES） 会長　成田 純一氏
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我が国に対するサイバー空間上の脅威12:40～13:10SS-S2

主催：サイバーディフェンス研究所

CDI＋NECGPS等の衛星測位システムは、スプーフィング攻撃に弱いと言われています。本講演の前半ではCDIから、この攻撃の概要と実証実験の結果を報
告しました。後半ではNECから、2024年4月からサービスを開始する「信号認証サービス」についてスプーフィングを検知する仕組みと今後の展望を紹介し
ました。

GPS等測位信号の欺瞞と対策となる信号認証サービスの開始14:20～14:50SS-E2

主催：ビデオテクニカ

近年話題の顔認証システムやオブジェクト認識機能等のAI画像認識システムを利用しようとする場合、組み合わせる映像記録装置は、必然的にVMSとなり
ます、何故NVRではなくVMSなのか？そして何故Nxウィットネスが優れているかを、実際の画面を見ながら解説しました。

NxウィットネスIPVMSが広げるAI画像解析との連携15:20～15:50SS-E1

以前の日本では「日本では災害が起こった後でも犯罪は起きない、とても安全で素晴らしい国だ！」という報道がなされていましたが、今年１月の能登半島地
震の発生後には被災地で様々な犯罪や違法行為が発生しているという報道がされるようになってきました。実際のところはどうなのでしょうか。熊本地震被
災地でのデータ分析をもとに、学術的に考察しました。
講師：兵庫県立大学大学院減災・復興政策研究科 准教授　松川 杏寧氏

地震と火事場泥棒－熊本地震の調査から－Online限定配信

防犯相談コーナー

情報セキュリティ文化賞は、わが国の情報セキュリティ分野の進展に大きく貢献した個人を表彰することを通じ、情報セキュ
リティの高度化に寄与することを目的として、情報セキュリティ大学院大学が2005年2月に制定しました。第20回の受賞者
は2023年12月19日（火）の審査委員会にて決定、2024年3月15日（金）に表彰式を執り行いました。

協力：一般社団法人 総合防犯士会（ASES）
後援：公益社団法人 日本防犯設備協会

日頃から犯罪傾向や犯行の手口を研究し防犯に取り組んでいる「総合防犯設備
士」が、さまざまな建物・設備の防犯対策・診断や、防犯設備・システムの導
入アドバイスを無料で行いました。自治体、警備会社、企業、店舗、個人の方
など多数の方が相談に来ました。

■主　　催：情報セキュリティ大学院大学
■協　　力：日本経済新聞社
■後　　援：総務省、文部科学省、経済産業省
■選考方法：自薦・他薦による公募および審査委員からの推薦に基づき、審査委員会において審議・決定

■第20回 情報セキュリティ文化賞受賞者
金子 朋子氏　創価大学理工学部教授
越島 一郎氏　名古屋工業大学 名誉教授・ものづくりDX研究所客員教授
小山 覚氏　　NTTコミュニケーションズ 情報セキュリティ部長╱エヌ・エフ・ラボラトリーズ 代表取締役社長
髙橋 邦夫氏　KUコンサルティング 代表社員
山岡 裕明氏　八雲法律事務所 弁護士

■第20回記念「情報セキュリティ文化賞特別賞」受賞者
齊藤 忠夫氏　ICT-ISAC理事長╱東京大学名誉教授
田中 英彦氏　岩崎学園理事╱東京大学名誉教授╱情報セキュリティ大学院大学名誉教授
富田 達夫氏　情報処理推進機構 顧問

企画

第20回 情報セキュリティ文化賞

セミナープログラム

SECURITY SHOW Online 
オープニングセミナー

主催：公益財団法人 日本防犯設備協会
パネリスト：立正大学 文学部社会学科 教授（Online登壇）　小宮 信夫氏
　　　　　　総合防犯設備士 ライフガード北陸・事業部長　髙嶋 郁氏
　　　　　　総合防犯設備士 山田硝子商事・代表取締役　山田 康雄氏
モデレーター：総合防犯設備士委員会・委員長 ヒビキセキュリティ・代表取締役　髙尾 祐之氏

防犯理論（防犯対策の考え方）から対象物の強化（CP建物部品）について解説いたしました。また、過去の重要犯罪の分析と対策を通して、事務所の防犯対策
レイアウト例についても解説いたしました。

あなたの事業所が狙われたら!?15:30～16:40SS-S4 Online

主催：一般社団法人 総合防犯士会（ASES）
パネリスト：京都防犯設備協会 副会長　友田 彰夫氏
　　　　　　埼玉県防犯設備協会 会長　山田 智典氏
　　　　　　大阪府防犯設備協会 理事長　平野 富義氏
司会：総合防犯士会（ASES） 会長　成田 純一氏



98

SSSS

■日本経済新聞

■日経産業新聞

■主な専門紙・誌

■テレビ

■メールマガジン

2024年1月　3日
1月29日
2月15日
2月21日
2月29日
3月11日
3月12日

3月13日

3月14日

3月15日

3月15日

日経グループ2024年の主な事業、ビジネスイベント（記事）
「日経メッセ」開催告知（社告）
来場動員（広告）
来場動員（広告）
来場動員（広告）
来場動員（広告）
日経メッセ開幕、1200社参加　
次世代店舗の技術 競演（記事）
街づくり・店づくり総合展から・上
「無人省力化技術競う」（記事）
街づくり・店づくり総合展から・中
「システムで物流効率化」（記事）
街づくり・店づくり総合展から・下
「店づくり、脱炭素にシフト」（記事）
来場動員（広告）

警備保障タイムズ
労働新聞
安全スタッフ
労働新聞
警備保障タイムズ
労働新聞
セキュリティ研究
セキュリティ研究
警備保障タイムズ
安全スタッフ
労働新聞
警備保障タイムズ
画像ラボ

2024年2月11日
2月12日
2月15日
2月19日
2月21日
2月26日
2月号
2月号
3月1日
3月1日
3月4日
3月21日
3月号

開催告知CM（15秒）計60回
テレビ東京系列、BSテレ東、日経CNBC
TOKYO MX「MX news FLAG」
最新の防犯技術が集結　
人手不足をロボ＆AIで補う

2024年2月12日
～3月14日
3月13日

掲載日 内容

掲載日 媒体名

掲載日 内容

放映日 放送局・番組名

発信日 内容
SECURITY SHOW メールニュース
SECURITY SHOW メールニュース
SECURITY SHOW メールニュース
SECURITY SHOW メールニュース
SECURITY SHOW メールニュース
SECURITY SHOW メールニュース

2024年1月17日
1月31日
2月26日
3月　8日
3月12日
3月14日

2024年2月　6日
2月　7日
2月20日
3月　1日
3月　5日
3月　6日
3月15日

■日経MJ
掲載日 内容

2024年2月　7日
2月23日
2月26日
2月28日
3月　6日
3月15日
3月13日

来場動員（広告）
来場動員（広告）
来場動員（広告）
来場動員（広告）
来場動員（広告）
来場動員（広告）
日経メッセ開幕、消費トレンドなどテーマ、
1201社・団体が参加（記事）

来場動員（広告）
来場動員（広告）
来場動員（広告）
来場動員（広告）
来場動員（広告）
来場動員（広告）
来場動員（広告）

セミナープログラム 広報・宣伝実績

主催：電巧社

世界の90％以上の組織が、ファイアウォールやエンドポイント・アンチウイルスなど30年前のサイバー防御戦略を取るなか、米国では新技術「ゼロトラス
ト」へのパラダイムシフトが起こっています。サイバーセキュリティ企業副社長が、ゼロトラストの重要性と米国の最新セキュリティ事情を解説しました。

3月14日[木]

3月15日[金]

次世代ゼロトラストサイバーセキュリティの米国市場動向と事例12:40～13:10SS-E3

ディスカウント店のロス対策、ドラッグストアの万引防止機を使った広告例を紹介しました。登壇者はパン・パシフィック・インターナショナルホールディ
ングス リスクマネジメント本部 危機管理部 部長 後藤信明氏、ロケット代表取締役社長 林潤一氏、司会は当工業会の保安業務技術長であるJSS執行役員東
京統括部長 林俊一氏が務めました。

ロス対策＆販促アップ！ディスカウント店やドラッグストアの凄技15:30～16:30SS-S5 Online

主催：工業会 日本万引防止システム協会
講師：パン・パシフィック・インターナショナルホールディングスリスクマネジメント本部 危機管理部 部長　後藤 信明氏
　　　ロケット 代表取締役社長　林 潤一氏
司会：JSS 執行役員 東京統括部長（工業会 日本万引防止システム協会 保安業務技術長）　林 俊一氏

自治体や企業などで情報セキュリティの進展に大きく貢献した個人を表彰する「第20回 情報セキュリティ文化賞」の受賞者をお招きし、社会全体の情報化が
進むなかで情報セキュリティへの意識をどのように高めていけばよいのか、パネルディスカッションで議論しました。

第20回 情報セキュリティ文化賞記念講演会14:00～15:40SS-S6 Online

特別協力：情報セキュリティ大学院大学
パネリスト：創価大学理工学部教授　金子 朋子氏
　　　　　　名古屋工業大学 名誉教授・ものづくりDX研究所客員教授　越島 一郎氏
　　　　　　NTTコミュニケーションズ 情報セキュリティ部長╱エヌ・エフ・ラボラトリーズ 代表取締役社長　小山 覚氏
　　　　　　KUコンサルティング 代表社員　髙橋 邦夫氏
　　　　　　八雲法律事務所 弁護士　山岡 裕明氏
司会：MM総研 代表取締役所長　関口 和一氏
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◀1月29日（月） 日本経済新聞 朝刊
   （一面社告）

◀3月15日（金）
日本経済新聞 朝刊
（記事）

国内雑誌広告▶ ◀ポスター

▼国内新聞広告 DM用案内
パンフレット▼▶

https://www.securityshow.jp/SECURITY SHOW ウェブサイト

▼テレビCM

▲3月12日（火） 日本経済新聞 夕刊（記事）

広報・宣伝実績 広報・宣伝実績

▼日本経済新聞 朝刊 全15段広告▼日本経済新聞 朝刊 全15段広告▼日本経済新聞 朝刊 全15段広告
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（回答数＝110）

※四捨五入の関係で合計が100.0％にならない場合があります。
A 来場者の属性

（回答数＝400）
※四捨五入の関係で合計が100.0％にならない場合があります。

●たいへん良かった  
　23.6%

●あまり効果がなかった  
　6.4%

●全く効果がなかった  0.0%

●良かった  48.2%

●普通  21.8%

●2000人以上  2.7%
●1000～1999人  3.6%

●500～999人
   15.5%

●300～499人  
   20.9%●100～299人

　40.9%

●無回答  6.4%

●無回答  6.4%

●無回答  1.7%

●たいへん多かった  2.7%

●多かった  
　32.7%

●普通  35.5%

●あまり多くなかった  
　19.1%

●多くなかった  3.6%
●出展したい  52.7%

●検討する  
   21.8%

●前向きに検討する
   20.0%

小間数の増減について

●出展しない  5.5%

（●出展したいの内訳）

●増やす方向  
　13.8%

●未定  20.7%

●減らす方向  6.9%

●同程度
　56.9%

C 出展の感想

A 出展した理由 （複数回答）

E ターゲット層の来場

D ブース来場数

F 次回の出展意向

ターゲット層が
来場しているから

（％）0 20 40 60 80

70.0

展示会の規模が大きいから 32.7

来場者の数が多いから 26.4

同業他社（セキュリティ関連）が
多数出展しているから 23.6

同時開催展があるから 17.3

日本経済新聞社主催だから 8.2

開催時期が良いから 7.3

商談など出展効果が高い
という評判を聞いたから 6.4

その他 5.5

B 出展のねらい （複数回答）

商談の場

その他

見込み客へのアピール

知名度・企業イメージの向上

新製品発表の場

新規顧客の開拓

自社製品・システムのPR

（％）0 20 40 60 80

76.4

77.3

30.0

41.8

29.1

29.1

3.6

●1～9人  17.8%

●50～99人  9.0%

●100～499人  17.5%

●500～999人  
   6.5%

●1000～1999人  
   6.3%

●2000人以上  
   23.0%

●勤務していない  2.0%
●無回答  0.5%

●10～19人  
   8.3%

●20～49人  
   9.3%

●総務･人事･
   経理財務  4.8%

●研究･技術開発  
   8.8%

●役員（社業全般）  24.8%

●広報･宣伝  
   1.8%

●営業･マーケティング
　30.3%

●経営者・役員または
   相当職  24.3%

●個人経営・
   自営業  
   4.3%

●部長または
   相当職  12.5%

●課長または相当職  18.3%

A-2 勤務先職種

A-4 勤務先従業員数

A-3 勤務先役職

●絶対的な決定権がある  
　15.8%

●決定権の一部が
   ある  24.5%

●決定権はないが影響力は強い
　15.3%

●決定権はないが
   影響力は少しある  
   22.0%

A-5 セキュリティ・安全管理機器導入に関する決定権・影響力

A-1 勤務先業種

15.0

1.0

1.8

3.0

1.8

8.5

14.3

10.5

11.3

0.3

8.8

3.0

2.0

1.0

0.3

0.8

15.0

2.0

0 5 10 （％）

建設・不動産

物流・宅配

公共（学校、医療）

セキュリティ関係製造･販売

その他製造業

情報システム

流通業

金融業

警備、その他サービス業

コンサルティングファーム

官公庁・自治体

研究機関

防犯活動団体

その他

勤務していない

15

●1～99人  10.0%

●生産･設計  
　3.8%

●係長・主任または
   相当職  6.8%

●専門職・
   技術職  7.0%

●購買  1.0%

●情報･システム
   開発  8.8%

●その他  13.5%

●勤務していない  2.8%

●決定権も影響力も
   ほとんどない  22.5%

●一般社員・職員  
   23.5%

●その他  1.3%
●勤務していない  2.3%

出展者アンケート集計結果 来場者アンケート集計結果

運輸
（鉄道、航空、船舶、車両配送）

公共
（エネルギー、水管理、通信）

住宅、マンション・ビル
管理会社
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（回答数＝110）

※四捨五入の関係で合計が100.0％にならない場合があります。
A 来場者の属性

（回答数＝400）
※四捨五入の関係で合計が100.0％にならない場合があります。

●たいへん良かった  
　23.6%

●あまり効果がなかった  
　6.4%

●全く効果がなかった  0.0%

●良かった  48.2%

●普通  21.8%

●2000人以上  2.7%
●1000～1999人  3.6%

●500～999人
   15.5%

●300～499人  
   20.9%●100～299人

　40.9%

●無回答  6.4%

●無回答  6.4%

●無回答  1.7%

●たいへん多かった  2.7%

●多かった  
　32.7%

●普通  35.5%

●あまり多くなかった  
　19.1%

●多くなかった  3.6%
●出展したい  52.7%

●検討する  
   21.8%

●前向きに検討する
   20.0%

小間数の増減について

●出展しない  5.5%

（●出展したいの内訳）

●増やす方向  
　13.8%

●未定  20.7%

●減らす方向  6.9%

●同程度
　56.9%

C 出展の感想

A 出展した理由 （複数回答）

E ターゲット層の来場

D ブース来場数

F 次回の出展意向

ターゲット層が
来場しているから

（％）0 20 40 60 80

70.0

展示会の規模が大きいから 32.7

来場者の数が多いから 26.4

同業他社（セキュリティ関連）が
多数出展しているから 23.6

同時開催展があるから 17.3

日本経済新聞社主催だから 8.2

開催時期が良いから 7.3

商談など出展効果が高い
という評判を聞いたから 6.4

その他 5.5

B 出展のねらい （複数回答）

商談の場

その他

見込み客へのアピール

知名度・企業イメージの向上

新製品発表の場

新規顧客の開拓

自社製品・システムのPR

（％）0 20 40 60 80

76.4

77.3

30.0

41.8

29.1

29.1

3.6

●1～9人  17.8%

●50～99人  9.0%

●100～499人  17.5%

●500～999人  
   6.5%

●1000～1999人  
   6.3%

●2000人以上  
   23.0%

●勤務していない  2.0%
●無回答  0.5%

●10～19人  
   8.3%

●20～49人  
   9.3%

●総務･人事･
   経理財務  4.8%

●研究･技術開発  
   8.8%

●役員（社業全般）  24.8%

●広報･宣伝  
   1.8%

●営業･マーケティング
　30.3%

●経営者・役員または
   相当職  24.3%

●個人経営・
   自営業  
   4.3%

●部長または
   相当職  12.5%

●課長または相当職  18.3%

A-2 勤務先職種

A-4 勤務先従業員数

A-3 勤務先役職

●絶対的な決定権がある  
　15.8%

●決定権の一部が
   ある  24.5%

●決定権はないが影響力は強い
　15.3%

●決定権はないが
   影響力は少しある  
   22.0%

A-5 セキュリティ・安全管理機器導入に関する決定権・影響力

A-1 勤務先業種

15.0

1.0

1.8

3.0

1.8

8.5

14.3

10.5

11.3

0.3

8.8

3.0

2.0

1.0

0.3

0.8

15.0

2.0

0 5 10 （％）

建設・不動産

物流・宅配

公共（学校、医療）

セキュリティ関係製造･販売

その他製造業

情報システム

流通業

金融業

警備、その他サービス業

コンサルティングファーム

官公庁・自治体

研究機関

防犯活動団体

その他

勤務していない

15

●1～99人  10.0%

●生産･設計  
　3.8%

●係長・主任または
   相当職  6.8%

●専門職・
   技術職  7.0%

●購買  1.0%

●情報･システム
   開発  8.8%

●その他  13.5%

●勤務していない  2.8%

●決定権も影響力も
   ほとんどない  22.5%

●一般社員・職員  
   23.5%

●その他  1.3%
●勤務していない  2.3%

出展者アンケート集計結果 来場者アンケート集計結果

運輸
（鉄道、航空、船舶、車両配送）

公共
（エネルギー、水管理、通信）

住宅、マンション・ビル
管理会社



1514

SSSS

セキュリティ製品・サービスを導入・利用
（または検討）する建物・施設 （複数回答）　　　　（回答数＝201）

●セキュリティ関連製品を
　製造する立場  12.0%

●その他  14.0%
●セキュリティ製品・
　サービスを導入・
　利用する立場  50.3%

●セキュリティ
　関連製品・
　サービスを
　販売する立場
　13.8%

●セキュリティ
　関連設備の
　設置・工事、システム
　インテグレーションを
　行う立場  9.5%

13.9

33.3

31.8

2.5

3.5

14.9

1.5

6.0

2.5

6.0

10.4

5.5

9.0

0 （％）10 20 30 40

ビル

オフィス

店舗・商業施設

ホテル・アミューズメント施設

病院・医療施設

金融機関

工場

公共施設

学校・教育機関・学習塾

マンション

個人住居

個人（護身）

その他

●大いに参考になった  
   25.5%

●参考になった  61.5%

●普通だった  11.5%

●あまり参考にならなかった  0.8%

●全く参考にならなかった  0.0%

●無回答  0.3% ●31社以上  7.3%

●21～30社  12.5%

●11～20社  
   31.8%

●6～10社  30.5%

●1～5社  17.8%

B セキュリティ・安全管理に関する立場

C 本展の参考程度 H 関心があるセキュリティ・安全管理製品（複数回答）

●無回答  0.3%●無回答  0.8%

●無回答  0.5%

●終日  11.0%

●半日  40.0%

●2時間程度  35.0%

●1時間程度  
   10.3%

●30分程度  3.5%

●毎年来ている  
　41.5%

●今回が初めて 
    23.0%

●2年に１回程度  14.0%

●たまに来ている  
   19.8%

●無回答  1.8%

F 本展への来場頻度

D 観覧時間

E ブース訪問数

0 10 20 30 40（％）

物
理
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

映像監視（監視カメラ、
レコーダーなど）

物品・文書管理
（キャビネット、金庫など）

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

27.5

41.0

17.8

6.8

10.3

2.0

6.8

6.5

3.8

4.3

20.8

12.0

7.0

9.8

15.5

4.8

13.3

4.0

3.5

1.3

入退管理（ゲート、ICカードなど）

 

侵入検知（センサーなど）

万引き防止

指紋・静脈などの生体認証

錠前・鍵

テロ対策

カーセキュリティ

PC・ネットワーク監視

情報漏洩対策

サイバーテロ対策

ホームセキュリティ、警備サービス

防災・災害対策

ビル管理、ファシリティマネジメント

映像解析・画像認識

感染症対策

その他

無回答

トータルなセキュリティシステム

来場者アンケート集計結果 来場者アンケート集計結果

G 本展の開催認知経路 （複数回答）

日本経済新聞・日経専門紙

（％）0 10 20 30 40

36.5

セキュリティ業界紙・誌 5.0

SECURITY SHOW
ホームページ

10.3

主催者からのEメールニュース 16.0

出展者のホームページ 6.8

主催者からのDM（郵便） 17.3

出展者からの案内 14.8

上司・知人からの紹介 10.3

その他 4.5
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セキュリティ製品・サービスを導入・利用
（または検討）する建物・施設 （複数回答）　　　　（回答数＝201）

●セキュリティ関連製品を
　製造する立場  12.0%

●その他  14.0%
●セキュリティ製品・
　サービスを導入・
　利用する立場  50.3%

●セキュリティ
　関連製品・
　サービスを
　販売する立場
　13.8%

●セキュリティ
　関連設備の
　設置・工事、システム
　インテグレーションを
　行う立場  9.5%

13.9

33.3

31.8

2.5

3.5

14.9

1.5

6.0

2.5

6.0

10.4

5.5

9.0

0 （％）10 20 30 40

ビル

オフィス

店舗・商業施設

ホテル・アミューズメント施設

病院・医療施設

金融機関

工場

公共施設

学校・教育機関・学習塾

マンション

個人住居

個人（護身）

その他

●大いに参考になった  
   25.5%

●参考になった  61.5%

●普通だった  11.5%

●あまり参考にならなかった  0.8%

●全く参考にならなかった  0.0%

●無回答  0.3% ●31社以上  7.3%

●21～30社  12.5%

●11～20社  
   31.8%

●6～10社  30.5%

●1～5社  17.8%

B セキュリティ・安全管理に関する立場

C 本展の参考程度 H 関心があるセキュリティ・安全管理製品（複数回答）

●無回答  0.3%●無回答  0.8%

●無回答  0.5%

●終日  11.0%

●半日  40.0%

●2時間程度  35.0%

●1時間程度  
   10.3%

●30分程度  3.5%

●毎年来ている  
　41.5%

●今回が初めて 
    23.0%

●2年に１回程度  14.0%

●たまに来ている  
   19.8%

●無回答  1.8%

F 本展への来場頻度

D 観覧時間

E ブース訪問数

0 10 20 30 40（％）

物
理
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

映像監視（監視カメラ、
レコーダーなど）

物品・文書管理
（キャビネット、金庫など）

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

27.5

41.0

17.8

6.8

10.3

2.0

6.8

6.5

3.8

4.3

20.8

12.0

7.0

9.8

15.5

4.8

13.3

4.0

3.5

1.3

入退管理（ゲート、ICカードなど）

 

侵入検知（センサーなど）

万引き防止

指紋・静脈などの生体認証

錠前・鍵

テロ対策

カーセキュリティ

PC・ネットワーク監視

情報漏洩対策

サイバーテロ対策

ホームセキュリティ、警備サービス

防災・災害対策

ビル管理、ファシリティマネジメント

映像解析・画像認識

感染症対策

その他

無回答

トータルなセキュリティシステム

来場者アンケート集計結果 来場者アンケート集計結果

G 本展の開催認知経路 （複数回答）

日本経済新聞・日経専門紙

（％）0 10 20 30 40

36.5

セキュリティ業界紙・誌 5.0

SECURITY SHOW
ホームページ

10.3

主催者からのEメールニュース 16.0

出展者のホームページ 6.8

主催者からのDM（郵便） 17.3

出展者からの案内 14.8

上司・知人からの紹介 10.3

その他 4.5
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日経メッセOnline 開催結果

SECURITY SHOW Online

日経メッセOnline 開催結果

●出展者1社あたりの平均リード情報獲得件数：375件（全展平均）

「SECURITY SHOW Online」には、12社にご出展いただき
ました。リアル展と共通の参加登録者が増えたことにより、オ
ンライン展のログインID数も大幅に増加しました。また、開幕
に合わせてオンライン限定のオープニングセミナー「地震と火
事場泥棒　－熊本地震の調査から－」を配信し、会期中に大勢
の方に視聴いただきました。

■出展ジャンル
●総合セキュリティ　●情報セキュリティ　●AIデータ活用
●ネットワークカメラ&映像関連　●一般建材・関連製品

来場者数

※オンライン展示会に参加登録をしてログインしたID数です。1人が何度アクセスしても1日に1カウントとなる重複のない数値です。
　いずれも24時までの訪問をカウントしています。

日　付

2月27日（火）～3月　3日（日）

3月　4日（月）～3月10日（日）

3月11日（月）

3月12日（火）

3月13日（水）

3月14日（木）

3月15日（金）

3月16日（土）～3月17日（日）

3月18日（月）～3月24日（日）

3月25日（月）～3月29日（金）

ログインID数

8,300人

19,773人

12,094人

15,728人

16,852人

15,609人

10,064人

395人

1,522人

657人

全期間合計
[2月27日（火）～3月29日（金）] 100,994人

来場者数

■会　　期
■会　　場
■主　　催
■入　場　料
■出展者数

開催概要

出展者一覧

2024年2月27日（火）～3月29日（金）
日経オンライン展示場 NIKKEI NEON上で開催（https://messeonline.nikkei.co.jp/）
日本経済新聞社
無料（登録制）
116社

アイカ工業
AGC
シンコールインテリア
帝金
ハゴロモ
発研セイコー
モアコーポレーション

アンドパッド
石黒製作所
エムエム工業／EBISU TOOL SERVICE
元旦ビューティ工業／元日マテール
Sansan
スガツネ工業
助太刀
SoftRoid
ダイテック／福井コンピュータアーキテクト
竹村工業
日東工器
光触媒工業会
プレイリーホームズ
三福工業
MINO
メインマーク

東レインターナショナル

アイ・オー・データ機器
暁電機製作所
Asobica
ecbeing
インフォマート
ウイングアーク1st
ヴィンクス
Wovn Technologies
Wolt Japan
VusionGroup
NECグループ

NTTデータ
エプソン販売
オムロン フィールドエンジニアリング
クアルトリクス
グーグル・クラウド・ジャパン
クラスメソッド
ClipLine
グローリー
情報技術開発
スコープ
SmartHR
セールスフォース・ジャパン
ゼブラ・テクノロジーズ・ジャパン
ソニービズネットワークス
ソフトバンク
ソラコム
ソリマチ技研
タイムリープ
タグジャパン
データフォーシーズ
Tebiki
テンダ
東芝テック
TOPPAN
ドリーム・アーツ
ナビタイムジャパン
日本コンラックス
日本HP
日本NCRコマース
日本マイクロソフト
Newland Payment Technology
New Relic
バリューデザイン
日立グループ
日立ソリューションズ東日本
ヒット
富士電機
物産フードサービス
ブラザー販売
BLUEBIRD
ポートウェルジャパン／XEMA／iMozen Group
マクニカ
マネーフォワード
Micoworks
Mirakl
MGRe

ヤプリ
ユーザックシステム
ラクス
Lazuli
リコージャパン
Linxens
リンコム
ローレルバンクマシン
Worldpay from FIS

アムニモ
Verkada
SMSデータテック
Keiden
SALTO Systems
ジオマテック
セーフィー
ティーピーリンクジャパン
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アット・ファシリティラボ
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日経メッセOnline 開催結果

SECURITY SHOW Online

日経メッセOnline 開催結果

●出展者1社あたりの平均リード情報獲得件数：375件（全展平均）
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■出展者数
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アイ・オー・データ機器
暁電機製作所
Asobica
ecbeing
インフォマート
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A-③役職 A-④企業規模

A-⑤地域

※四捨五入の関係で合計が100.0％にならない場合があります。

（回答数＝207）

A 属性
A-①業種 A-②職種

●社長・役員　8.2%
●個人経営　0.5%

●管理職（部長以上）　
   13.0%

●管理職
　（課長以下）
　19.3%

●10,000人以上　15.0%

●3,000～
　9,999人　
   12.6%

●1,000～
   2,999人　
   12.1%

●500～999人
   7.7%●300～499人　

   8.7%
●専門職・技術職
　11.1%

●一般社員　
　42.0%

●小売・流通業   16.9%

●外食・
   サービス業
　7.7%

●情報・通信
   14.5%

●建築・デザイン　17.4%

●製造業　26.6%

●経営者・役員　8.7%

●経営企画　3.4%

●情報システム　
   15.5%

●広報宣伝・マーケティング・
　営業・販売   21.7%

●商品企画・
   デザイン・設計　
   23.2%

●公共・団体・金融・その他
   16.9% ●一般・個人・その他   

　24.2%

●学生　0.5%

●その他　5.3%

●50～99人   
   7.7%

●100～299人   
   8.7%

●10～49人   
   12.6%

●フランチャイズ・ショー
　Online　8.2%

●店・食・観光 トレンド展 
　Online　3.4%

●1～9人   15.0%

●神奈川県・埼玉県・千葉県   21.7%

●東京都   53.1%

●海外　0.0%

●北海道　1.0%

●信越・中部・北陸   7.7%

●関西   8.7%

●中国・四国   1.5%
●九州・沖縄   2.9%

●東北　2.0%

●その他の関東   1.5%

●総務・人事・
   経理財務　
   　3.4%

Ｂ 関心のある展示会

D 参加目的（複数回答） E 参考度

F 訪問社数 G 視聴デバイス（複数回答）

C 日経メッセのリアル展にも参加するか

●リアルな展示会にも
　参加する   69.1%

●オンラインのみで
　参加する   30.9%

●21社以上　3.4%
●16～20社　2.4%

●11～15社　
　18.8%

●6～10社　36.2%

●1～2社　14.5%

●3～5社　
　21.7%

●たいへん参考になった   
   21.3%

●参考になった   56.5%

●普通だった   18.4%

●あまり参考に
　ならなかった   2.4%

●0社　2.9%

最新情報の収集、業界動向の把握 92.3

特定の製品や企業ブースの訪問 19.3

製品購入・サービス導入の検討 17.4

その他 5.8

0 20 40 60 80 100
（％）

0 20 40 60 80 100
（％）

PC 94.7

スマートフォン 13.0

タブレット 5.8

●JAPAN SHOP Online　
　10.1%

●SECURITY SHOW
　Online　15.5%

●リテールテック
　JAPAN Online
　34.8%

●参考にならなかった　1.4%

●IFFT 東京国際
　家具見本市 Online　
　2.4%

●ライティング・
　フェア Online　
　4.3%

●建築・建材展
　Online　
　21.3%

日経メッセOnline 来場者アンケート集計結果日経メッセOnline 来場者アンケート集計結果
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I 視聴時間

K 次回どちらに来場

48.3

37.2

34.8

22.7

7.2

0.0

0.0

●5時間以上　2.4%
●4～5時間　1.9%
●3～4時間　3.4%

●2～3時間　11.6%

●リアルな展示会と
   オンライン展の両方に
   来場・参加したい  
    54.1%

●リアルな
　展示会に
   来場したい
   30.0%

●オンライン展に参加したい   
   15.0%

●どちらも来場・参加したいと思わない  1.0%

●1～2時間　43.5%

●1時間未満　37.2%

0 5 10 15 20 25 30 35
（％）

10時以前 16.4

10時～ 23.7

11時～ 10.6

12時～ 11.1

13時～ 13.5

14時～ 5.8

15時～ 2.9

16時～ 4.8

17時～ 3.4

18時～ 2.9

19時～ 1.0

20時以降 3.9

0 10 20 30 40 50
（％）

出展者ブースで動画を視聴

出展者からのメッセージを読んだ

出展者のセミナーに参加

出展者ブースで資料を
ダウンロード

出展者と名刺交換

出展者とテキストチャット

出展者とビデオ会議

H 視聴開始時間

J 利用した機能

日経メッセOnline 来場者アンケート集計結果



日本経済新聞社　イベント・企画ユニット 事業部「SECURITY SHOW」担当

東京ビッグサイト 東展示棟

〒100-8066  東京都千代田区大手町1-3-7
TEL.03-6256-7355　FAX.03-6256-7844

https://www.securityshow.jp/

会 期

会 場

出展料金

お申し込み・お問い合わせ先

JAPAN SHOP（第54回）、建築・建材展（第31回）、ライティング・フェア（第18回）、
リテールテックJAPAN（第41回）、ビルメン CONNECT（初開催）、

フランチャイズ・ショー（第42回）※、店・食・観光 トレンド展（第2回）※、Good 家電 Expo(第2回)
※会期は3月5日（水）～7日（金）

同時開催展

2025年3月4日[火]～7日[金]

※1小間あたりの出展小間料

次回開催

●会場：インテックス大阪
●出展料金：１小間＝352,000円（税込み） ※東京（2024年3月）・大阪両展に出展=1小間330,000円（税込み）に割引

●同時開催：リテールテック大阪、フランチャイズ・ショー大阪、JAPAN SHOP 大阪

●会期：2024年10月17日(木)・18日(金) 午前10時～午後4時30分

securityshow＠shopbiz.jp

※2024年8月30日（金）までに出展申し込み手続きを完了した場合に、早期申し込みの価格を適用させていただきます。  
※オンライン展示会は開催しません。  
※来場者証QRコード読み取りサービスを150,000円（税込み165,000円）でご提供します。詳細は6月に送付予定の「出展のご案内」をご覧ください。  
※フランチャイズ・ショー、店・食・観光 トレンド展は出展料金が異なります。  

1小間

2～11小間

12小間以上

　　450,000円（税込み495,000円）　　　

　　410,000円（税込み451,000円）／小間

　　390,000円（税込み429,000円）／小間

出展小間数 早期申し込み価格

　　480,000円（税込み528,000円）　　　

　　440,000円（税込み484,000円）／小間

　　420,000円（税込み462,000円）／小間

通常価格

※開催展示会は変更となる場合があります。

出展申込締切：6月14日（金）※予定小間数に達し次第、締め切ります。




